
資料２ 

 

公立小中学校 30 校のトイレを快適に 
～洋式トイレに暖房便座や温水洗浄機能を整備しました～ 

 

 

【目的】 

  トイレの環境改善が求められている学校施設について、児童生徒の快適性向上を

目指し、既に設置されている洋式トイレを暖房便座等に改善しました。 

   

 

【事業内容】 

用途 設置箇所数 改修概要 

児童用便座（小学校） ２８７箇所  脱臭機能付き暖房便座 

生徒用便座（中学校） １１８箇所  温水洗浄便座 

職員用便座 １１箇所  温水洗浄便座 

多目的トイレ用便座 ２２箇所  温水洗浄便座 

合計 ４３８箇所   

 

※既に暖房便座化等が図られている洋式トイレと併せて５８２箇所の洋式化を

図っています。（総大便器数１，８６９基に対して３１．１％を整備。） 

   

 ※ながふじ学府一体校が令和３年３月に完成予定のため、豊田中学校と豊田北部

小学校は今回の整備計画に含まれていません。 

 

【修繕期間】 

令和元年７月下旬～１０月中旬（主に夏休み期間を利用） 

 

【事業費】 

５５,１３０千円 

 

【今後の設置方針】 

避難所や社会体育施設として開放している体育館、和式トイレに不慣れな低学年

児童が使用するトイレや女子トイレの洋式化を優先的に進めていきます。 

 

 

 

 

【問い合わせ】         教育総務課  TEL0538-37-4873 


